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第 55回群馬放射線腫瘍研究会抄録集
〈一般演題（物理）〉
　座長：田代　　睦（群馬大・重粒子線医学研究センター）
４．重粒子線による正常組織障害の予測計算法の評価
　　　　　山口　舞花，吉田由香里，安藤　興一
　　　　　富永信太朗，高橋　昭久，金井　達明
 （群馬大・重粒子線医学研究センター）
【目　的】 LET（Linear energy transfer）が混合された炭素
線による正常組織障害の予測計算法に関する評価を目的と
した．【方　法】 マウスの右下肢に炭素線（LET 13，15，
50，71 keV╱µm の単一ビーム，15 と 71 keV╱µm の混合ビーム，
線量平均 LET 30，61.3 keV╱µm）を分割照射し，皮膚の
変化をスコアリングした．等効果線量より Fe-plot と疑似
Survival の 2 つの方法で，それぞれα ╱E，β ╱E 値を求めた．
単一ビームでは LET 依存性を確かめ，混合ビームでは実
験値と計算値を比較した（動物実験承認番号：14-038）．
【結　果】 単一ビームにおいては，α ╱E 値に LET 依存性
が認められた．混合ビームにおいては，実験値と計算値が
ほとんど一致した．また，α ╱E 値が単一ビームの LET 依
存性を示す直線上によく一致した．【結　語】 混合ビーム
による正常皮膚障害を計算によって予測できる可能性が示
唆された．
５．DeepLearning を用いた高精度画像の生成
　　　　　早山　幸憲，久保田佳樹，取越　正己
 （群馬大・重粒子線医学研究センター）
【目　的】 Deep Learning を用いた画像生成技術によって，
限られた情報から新たな画像を生成することができる．本
研究ではこの技術を医用画像に適用し，コントラストや解
像度が向上した高精度画像を生成することを目的とする．
【方　法】 教師画像を X 線画像，入力画像を X 線画像か
ら不可逆的にコントラスト変更及び低解像度化した画像と
した．入力・教師画像 400 枚を用いて画像生成モデルをそ
れぞれ構築し，新たな 100 枚のテスト画像で画像生成精度
を評価した．精度評価には教師画像との差分二乗和（SSD）
と相互相関（ZNCC）を用いた．【結　果】 コントラスト
変更のテスト画像のSSD及びZNCCは2018 ± 227と0.954
± 0.009 に対して，画像生成後の画像は 57.97 ± 20 と 0.992
± 0.003，低解像度のテスト画像は 293 ± 144 と 0.959 ±
0.016 から 174 ± 108 と 0.976 ± 0.012 と，それぞれ精度が
向上した．【結　語】 Deep Learning により X 線画像に対
して高精度化画像が生成できることを示した．
６．呼吸性移動積層原体照射における線量分布評価
　　　　　横山　耕平，取越　正己
 （群馬大・重粒子線医学研究センター）
　　　　　田代　　睦 （群馬大・未来先端研究機構）
【目　的】 呼吸性移動を考慮した積層原体照射法における
線量分布の分布計算を行い，各条件における線量均一性を
評価した．【方　法】 水ファントム中で動く球標的に対す
る 3 次元線量分布計算を行った．評価指標は，D95，処方
線量に対して線量変化が± 5％以内に収まっている体積の
割合（CI; Conformity Index）を用いた．【結　果】 軸方
向の標的移動量が 3 mm の場合，D95 と CI は 95％を下回っ
ていた．これは軸方向への動きによりビームの打ち込み深
さが変化し，均一性が損なわれたためであると考えられる．
【結　語】 標的内でのビームの飛程変化が線量分布の均一
性に影響を及ぼす一因であることが示唆された．今後，飛
程変化と線量分布悪化の関係性を明らかにし，飛程変化に
紐付けされた統一的な指標の構築を目指す．
〈一般演題（臨床─初期経験）〉
　座長：大久保　悠（佐久医療センター　放射線治療科）
７．Nivolumab 併用放射線治療の初期経験
　　　　　宮坂　勇平，田巻　倫明，佐藤　久志
　　　　　海老　潤子，湯川　亜美，中島　　大
　　　　　鈴木　義行
 （福島県立医科大・医・放射線腫瘍学）
【目　的】 Nivolumab 併用放射線治療の初期経験について
検討する．【方　法】 当院において，2017 年 1 月から 12
月に，Nivolumab 投与の前後 3 か月以内に放射線治療を行
なった 8 例について遡及的に調査した．有害事象は
CTCAE4.0 で評価した．【結　果】 原発疾患は肺癌 7 例，
悪性黒色腫 1 例で，Nivolumab 投与が逐次的に行われた症
例，同時に行われた症例がそれぞれ 5 例，3 例であった．
全例が対症療法で，線量中央値は 30 Gy╱10 fr．であった．
早期有害事象として 1 例に放射線治療後の Nivolumab 投
与中に腫瘍随伴症候群（精神症状）Grade 3 を認めたが，
治療との因果関係は不明であった．その他は Grade 2 以上
の早期有害事象を認めなかった．放射線治療後に照射野外
の病変が縮小を認めた症例が認められた．【結　語】 明ら
かな因果関係を伴う Grade 2 以上の早期有害事象は認めら
れなかった．今後，進行・再発胃癌を対象に前向き臨床試
験による検討を予定している．
８．下咽頭MALTリンパ腫の放射線治療経験
　　　　　小林　なお，齋藤　淳一，阿部　孝憲
　　　　　水上　達治，武者　　篤，中野　隆史
 （群馬大医・附属病院・放射線科）
　　　　　白井　克幸（自治医科大学附属さいたま医療
センター　放射線科）
【背　景】 MALT リンパ腫は胃の発生が多いが，下咽頭
原発症例を経験したので報告する．【症　例】 50 代男性，
下咽頭 MALT リンパ腫（StageIE）の診断となり，咽喉頭
を CTV とした総線量 30.6 Gy╱17 分割の放射線治療を施行
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した．治療後 2 週で下咽頭の隆起性病変は消失した．急性
期有害事象は咽頭粘膜炎 Grade 2 と放射線性皮膚炎 Grade 
1 を認めたが，治療後 1 か月程で改善した．治療後 4 か月
現在，再発や転移を認めず経過良好である．【考　察】 消
化管（胃や直腸，食道等）MALT リンパ腫に対しては，放
射線治療単独で奏功が確認されており，下咽頭領域に対し
ても根治的治療の選択肢の一つになると考えられる．【結　
語】 下咽頭に発生した MALT リンパ腫は，他部位の
MALT リンパ腫と同様に放射線治療が有効であった．
９．前立腺癌の孤立性骨転移に対して放射線治療を行った
1例
　　　　　永田　和也，田村　　健
 （館林厚生病院　放射線治療科）
　　　　　松井　卓朗，根岸　利公，鈴木和香代
　　　　　吉田　達也 （同　中央放射線室）
【背　景】 オリゴメタスタシスは少数の転移のみを有する
病態であり，転移巣の制御が予後の改善に繋がるとの報告
もある．しかし，局所治療の方法については未だ議論が必
要である．今回前立腺癌の孤立性骨転移に対して放射線治
療を行った一例を経験したのでここで報告する．【症　
例】 74 歳男性．2010 年 8 月局所進行前立腺癌の診断とな
り，放射線治療等施行．2014 年 4 月に MRI にて腰椎 L5
に骨転移を疑う病変を認めた．2015 年よりエンザルタミ
ド開始され，2017 年 8 月より局所放射線治療施行した．
【結　果】 放射線治療終了は大きな有害事象認めず完遂で
きている．PSA は治療後より著明に低下した．【結　語】
前立腺癌の孤立性転移に対する局所放射線治療を経験した．
今後症例の集積や観察期間を延ばすことで治療の有効性や
安全性について検討していきたい．
〈一般演題（看護）〉
　座長：細野　章子（群馬大医・附属病院・北病棟 6 階）
10．放射線治療を受けた外陰部癌患者のケアの実際
　　　　　寒梅　敦子，山岡しのぶ，中村　真美
　　　　　柳澤　雅江
 （群馬大医・附属病院・北病棟６階）
【目　的】 放射線治療を受けた外陰部癌患者の皮膚ケアの
現状を明確にし今後のケアを検討する．【方　法】 患者 8
例の記録から皮膚ケアについての記載を振り返り有効なケ
アを検討した．【結　果】 治療前から全例に疼痛があり鎮
痛剤は 3 例，軟膏は 4 例で使用していた．全期間で軟膏は
6 種類使用されており初期はアズノール軟膏，疼痛が強い
ときはキシロカインゼリーが使用されていた．6 例で生理
食塩水を用いた陰部洗浄を行っておりしみ感が良くなった
と記載があった．皮膚炎の Grade 評価は記載されていな
いことも多かった．【結　語】 軟膏の使用の現状とケアの
現状が把握できた．これを生かし患者の経過に合わせた適
切な処置をアセスメントできるよう勉強会を行う．治療前
からびらんや潰瘍のある患者も多いため皮膚炎の画像を用
いた評価を行う必要があり検討が必要．
11．外来看護師が放射線有害事象に対し統一してケアが行
える乳癌患者への放射線治療経過表作成
　　　　　伊藤　綾香，永井　美幸，中村　真美
　　　　　柳沢　雅江
（群馬大医・附属病院・北病棟６階）
【目　的】 外来で使用している放射線治療経過表で，看護
師が有害事象への対応が統一できる乳癌放射線治療患者専
用の経過表を作成する．【方　法】 外来放射線治療を受け
る乳癌患者への対応に関する研究，文献を集め考察．現在
使用している放射線治療経過表を乳癌患者の特徴を捉えて
作成した．【結　果】 今までの経過表に無かった①乳癌特
有の治療の経緯，②電子線追加照射の詳細な日程，③出現
頻度の高い有害事象をチェック方式とし Grade 評価の欄
を追加．副作用の出現時期や程度を数値変化することで早
期に捉えることが出来，通院治療を最後まで継続し，統一
した看護介入が出来る様になった．【結　語】 今後も部位
別の経過表を作成し，細やかな看護を提供出来る様にして
いきたい．
12．病棟カンファレンスの実際と今後の課題　―重粒子線
治療を受けた頭頚部癌患者に対するカンファレンスへの
意識調査を通して―
　　　　　千輝　洋子，大西　恵里，中村　真美
　　　　　柳澤　雅江
（群馬大医・附属病院・北病棟６階）
【目　的】 重粒子線治療を受けた頭頚部癌患者に対するカ
ンファレンスを分析し，その実際と今後の課題を明らかに
する．【方　法】 カンファレンスに参加した病棟看護師へ
のアンケート調査を行い，その振り返りと文献を用いた考
察を行った．【結　果】 アンケートより，回答者全員から
カンファレンスは有効であったとの回答を得た．病棟看護
師はカンファレンスで，患者の病態や有害事象についての
理解を深め，医師との情報共有，感情共有を行えていたが，
それを継続できなかった．【結　語】 カンファレンスを行
うことで，看護ケアの向上，スタッフの士気が向上するこ
とはチームの活性化，組織力の向上につながる．
13．放射線治療を受ける患者に対する ICの看護師同席率
向上のための取り組み
　　　　　永井　美幸，寒梅　敦子，中村　真美
　　　　　柳澤　雅江
 （群馬大医・附属病院・北病棟６階）
【目　的】 患者家族の意思決定支援のため看護師の IC 同
席率向上を目指す．【方　法】 ①平成 28 年 4 月～平成 29
